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第24回女性学公開講座（大学共催）
　（2013年8月3日（土）実施）
　シンポジウム
「ミシンが変えた女性の暮らし」開催報告
金子　弥生
　本シンポジウムは、二部構成になっており、第一部は『ミシンと日本の近代－消費者の創
出』について著者のアンドル－・ゴードン氏の基調講演、その後、ファッションデザイナーの
コシノヒロコ氏、NHK連続テレビ小説『カーネーション』プロデューサー城谷厚司氏、東京
大学情報学環教授吉見俊哉氏がそれぞれ 8 分間の講話を行った。第二部は昭和女子大学学長坂
東眞理子の司会の元、パネルディスカッションが行われた。
　ゴードン氏は、日本の社会を変える近代化においてミシンが重要な役割を果たしたことに注
目し、6 つのポイントから近現代を読み解いた。1 つめは、ミシンの歴史が自分自身の歴史と
感じられるほど、ミシンが本人のみならず家族全員に影響を与えるような感情豊かな記憶に結
びついていることである。2 つめはミシンが女性の自活を手助けできること。日本にミシンを
売り込んだアメリカのシンガー社のモットーは「自活」であった。ミシンを教える女性は「女
教師」と呼ばれ、自活の象徴であり、日本女性は内職でミシンを使用し、必要に迫られれば自
活できるという自信を持った。3 つめは、ミシンによりアメリカ発のグローバルな「良妻賢母」
という近代的な人物像を構築したことである。シンガーミシンは世界各国で同じ方法を用いて
この新しいグローバルな女性像を作り上げた。4 つめは戦時中、敵国であった西洋・アメリカ
式近代性がミシンを通して生き残ったことである。つまり、ミシンは生産のための道具である
と同時に消費者の欲望の対象でもあったのだ。戦時中、女性たちは国家の示す標準服よりも自
分たちで工夫を凝らしたモンペを好んで着用した。5 つめは1950年代の日本の状況である。戦
時中のナショナリズムに端を発する日本製ミシンとシンガーミシンの対立、ミシンを通して近
代性をローカルな独自性を持つものとして構築したことである。シンガーミシンと競いなが
ら、蛇の目、リッカー、ブラザーなど日本のメーカーが確立した。6 つめは、戦後の洋裁ブー
ムである。大宅壮一氏に「世界中どこへいっても、日本のように洋裁学校の繁盛しているとこ
ろはない」と言わしめたほどの大ブームが起き、1950年代半ばには50万人の受講者があった
と言われ、プロの主婦を育成することになった。その後洋裁は花嫁修業の 1 つと見なされ、ミ
シンの需要も徐々に減少するに至った。これに続く 3 氏の講話では、コシノ氏は女性が自活し
楽しむ基礎にはミシンが存在したこと、城谷氏は『カーネーション』の海外からの反響、吉見
氏はブルジョア的モデルの体現と女性の自活というミシンの 2 面性、ミシンを通して生活を変
えることができたことを指摘した。続くディスカッションでは、現代ミシンに匹敵すると考え
られるのは遊び・楽しみのためと職業のためという 2 面性をもつパソコン、新しさが飽和した
現在、検索・リサイクル・選択の仕方が重要な時代になったことなどが話し合われ、盛況のう
ちに終わった。
＊『昭和女子大学女性文化研究所ニューズレター』No.62からの転載
 （かねこ　やよい　文学研究科准教授　女性文化研究所所員）
